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Abstract 

At first, we planed to search food, clothing and shelter on the whole. 

The more we referred to the related literature, the more interested we were especially in 

Japanese Food.That is why we decided to research it. 

We studied mainly about the dishes for a party or a ceremony in the Medieval Period –from Heian 

Era to Azuchimomoyama Era-, how Japanese Food was established, and how the Japanese have developed 

it. 

 

１目的 

現在、日本には様々な食事形態がある。そのなかでも、原点である日本食はいつ、どのように成立し、

現在のかたちに至ったのかに興味があり、調べることにした。 

 

２方法 

時代別に関連文献・インターネットで調べ、それをまとめてつながりを考える。 

 

３結果・考察 

平安～安土桃山時代を調べた結果、日本の食文化は大饗料理に始まり、精進料理、本膳料理、懐石料

理の順に発達した。貴族、武士、僧侶など各時代に異なる担い手によって、前の時代の流れを引き継ぎ

ながらそれぞれの時代に応じた料理に変化していった。それらのつながりが発展し、現在に残されてい

る。 

 

４結論 

現在の食事における配膳やマナーのほとんどが、中世に定まっていた。日本食の基礎は中世に成立し

た。 
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